
　社協だより「ふれあい」は、共同募金の配分をうけて発行されています。
⑴

みなさん、
   いつまで若 し々く！
みなさん、
   いつまで若 し々く！

各支部社協では、町内に暮らす75歳の方を対象に、
敬老祝い品の贈呈と健康体操を行っています。

　社会福祉協議会は、通称「社協」と呼ばれて
おり、地域の人々が暮らしやすい「福祉のまち
づくり」を目指して福祉活動を展開しています。

Eメール　kisai-1@mb.jnc.ne.jp
ホームページ　http://www.cnet-sb.ne.jp/kisai-1/

社会福祉法人　騎西町社会福祉協議会
騎西町大字根古屋633-2（老人福祉センター内）
TEL 0480（73）2341  FAX 0480（73）3516
介護サービスセンター
TEL・FAX0480（73）6621（居宅介護支援事業所）
TEL 0480（70）2816（訪問介護事業所）

平成18年12月22日発行

No.43社会福祉法人
騎西町社会福祉協議会

主な内容 ●社会福祉大会の報告
●会食サービス
●ボランティアセンターからのお知らせ

騎西町社会福祉大会より
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平成18年度騎西町社会福祉大会顕彰者のみなさま
（敬称略・順不同）

福　祉　功　労　者
⑴　行政区長
・野本　國男（正能２区）
⑵　民生・児童委員
・福田　米子

・二見　長蔵（騎西町ＲＣ連合会）
・漆原　暉良（騎西町ＲＣ連合会）
・尾身　スギ（騎西町ＲＣ連合会）

⑶　社会福祉団体
・坂本　　好（騎西町身体障害者福祉会）
・長島　信子（騎西町手をつなぐ親の会）

・秋池　竹司（騎西町ＲＣ連合会）
・長濵卯三郎（騎西町ＲＣ連合会）

・正能美位子（むつみ給食ボランティア）
・神部　京子（サンシャインコーラス）
・白田　俊子（絵手紙藤の会）
・中山　幸一（ＮＰＯ法人オアシス）

・岡戸ミツ子（騎西町ボランティアひかり）
・波田野喜多（騎西町赤十字奉仕団）
・齋藤レイ子（朗読サークルありの実）
・小関　　京（手話サークルふじの会）

⑷　模範介護者

⑸　ボランティア活動推進者

・中村　米子
・野原　信子

・関口　松司
・近藤せつ子

社会福祉協議会活動協助者
⑴　福祉目的寄付

⑵　社会福祉協議会協力企業及び個人
・梅澤　晃慧

・有限会社　昭和建設工業
・有限会社　浜島建設
・松井建設　株式会社
・ブリヂストンサイクル　株式会社
・有限会社　田島住宅設備
・村田電気工業　株式会社
⑶　多年にわたる金品等寄付
・埼玉土建一般労働組合　加須支部騎西分会
⑷　社会福祉協議会活動協助者
・坂本　保次

・永コン総業　株式会社
・有限会社　中島建設
・マルフジ建材　株式会社
・阿瀬見　竜昭
・長濱　光雄

社会福祉協力校児童・生徒による作文発表
騎西小学校６年
田ヶ谷小学校６年
種足小学校６年
鴻茎小学校６年
高柳小学校６年
騎西中学校３年
騎西養護学校高等部２年
騎西高等学校３年

渡辺さんから学んだこと
今わたしにできること
「みんなで生きる町」をめざして
祖父の入院から考えたこと
福祉体験を通して
夢
ぼくのこと
真のバリアフリーを考える

寺田　直史
松村起世乃
谷部　友昭
芝沼　　優
松本　拳悟
田口　佳奈
大川　裕介
小山　雅人

・細谷　依子・田中　軍治

・木崎　勝也
・吉野　和代

ジャン・ケン・ポン！

皆さん、あや取りできますか？

作文発表の様子
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　今年度も社協会費の納入につきましては、大
変多くの方のご協力をいただきありがとうござ
いました。皆様方が納められた会費は、大切に
そして有意義に地域の社会福祉事業に活用させ
ていただきます。
　今後ともなお一層のご理解とご支援の程、よ
ろしくお願い申し上げます。

一口あたり
の額（年額）

　（平成18年12月1日現在）

福祉（善意）の心をありがとうございました福祉（善意）の心をありがとうございました

金　　額区　　　　　分

一般会費（各世帯）

特別会費（各種団体・篤志家等）

賛助会費（企業・団体等）

合　　　　　　　　計

2,647,000円

103,000円

730,000円

3,480,000円

500円

1,000円

5,000円

平成18年度社協会費収納結果

　赤い羽根をシンボルとした赤い羽根共同募金が、10月1日から全国一斉に繰り広
げられています。私たち社協も（福）埼玉県共同募金会騎西支部として募金活動を
行い、現在町内の多くの皆様からあたたかい募金が寄せられています。集められた
この募金は、地域の社協や県内の社会福祉施設の事業に使われます。
　また12月から始まる歳末たすけあい募金は、地域の社協においてそれぞれの歳末
事業などに使われております。私たち騎西町社協では、ひとり暮らしや寝たきりの
高齢者などへの歳末見舞・援護事業費として活用させていただいております。
　今後も募金活動へのご理解ご協力くださるよう、よろしくお願いいたします。

赤い羽根共同募金
戸　別　募　金

街　頭　募　金

職　域　募　金

学　校　募　金

合　　　計

2,656,510円

25,712円

98,988円

58,840円

2,840,050円
平成18年12月1日現在

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力ください

ミス藤娘さんから「赤い羽根をどうぞ！」

私たちも赤い羽根募金に参加しています



⑷
この広報紙は、再生紙を使用しています。

傾聴ボランティア講座の参加をお待ちしています！！

「こころの健康講座」に参加しませんか？
　こころの病気は、多くの場合、最初は誰でも経験するような軽い症状から始まります。
例えば「眠れない」「食欲がない」などといった症状です。埼玉県内の精神障がいのある
方は約９万人と推計されています。「うつ」になる方は、10人に１人とも言われています。
こころの健康についていっしょに考えてみませんか？

○日　時　　第１回　平成19年2月28日（水）　午後2時～4時
　　　　　　　　　　場所　市民プラザかぞ
　　　　　　　　　　講師：東京福祉大学　行實　志都子
　　　　　　第２回　平成19年3月初旬調整中　午後2時～4時
　　　　　　　　　　場所　市民プラザかぞ
 　　　　　　　施設職員と当事者の話：宮代「ふれんだむ」
　　　　　　第３回　平成19年3月中旬調整中　午後2時～4時
　　　　　　　　　　ボランティア活動者の話
　　　　　　第４回　平成19年3月19日（月）～23日（金）
　　　　　　　　　　いずれか都合の良い日の午前か午後
　　　　　　　　　　体験：加須市不動岡　作業所「こすもす」
○参加費　　無料　　○定　員　　10名　　　※調整中の日程についてはお問い合わせ下さい。

　今、とても人気のある傾聴（けいちょう）ボランティア講座を開催します。
傾聴ボランティア講座とは、相手の話を上手に聞く手法を学ぶことです。話をたくさん聴
いてあげるということは、相手の気持ちを整理するお手伝いになったり、自分自身が誰か
の役に立っているという心の満足感にもつながるそうです。
あなたも聴き上手になってみませんか？

○日　時　　平成19年3月6日（火）、13日（火）、20日（火）
　　　　　　午前10時～11時30分
○場　所　　生涯学習センター　2階：視聴覚室
○講　師　　埼玉カウンセリングセンター
○定　員　　30名
○参加費　　無料

○申込み　　社会福祉協議会　73－2341まで


